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１）算数の授業力向上を図るため、園田学園女子大学　日和佐　尚氏に
講師を依頼し指導助言を賜る。（年間４回）

４）授業で使用するワークシート及び毎日の家庭学習プリントを作成し、
基礎基本の定着を図る

５）育友会図書ボランティアによる図書室整備を充実させる。また、お話しグルー
プ『ペガサス』によるお話し会を開催し，読書への意欲を向上させる。

６）担任と外国語活動指導補助員との同室複数指導により、場面に応じ
た簡単な英会話を使えるように指導する。外国語の教科化に対応する、
教員の指導力向上を図る。

３）３・４年生を対象に水曜日の放課後算数科の基礎的（発展的）な学習
を中心とした学習に取り組ませる。また、夏季休業中に５・６年生の調べ
学習の補助及び助言を受ける指導者を招聘する。

(６)その他

(３)放課後等学習支援

(４）学力定着支援

(５)地域人材活用支援

学習習慣定着に向けた取組 その他の取組

校種間連携 活用する支援内容

平成２９年度　学力向上アクションプラン

尼崎市立武庫の里小 学校

学力調査結果等から見た
学力向上ついての課題

課題解決に向けた学校の取組（基礎力の定着、活用力の育成）
本年度の具体的な目標

授業力向上への取組

支援内容 具体的内容

２）３・４年生を対象に算数科の基礎的な学習に加え発展的な内容を加
味した学習に取り組ませる(年間２５週)

家庭・地域との連携

(1)講師招聘支援

(２)授業補助支援

○ 朝学習(計算タイム・音

読タイム)の充実

○ 「家庭学習のすすめ」を

活用した自主的学習の啓発

○放課後学習の充実【学力

向上支援３事業の教員指導

力支援を活用】

○ 読書力の向上（読書力

向上支援員の配置及び図

書ボランティア（ペガサスの

【学力向上支援３事業の活用】

○ 校内研究を柱とした授業

研究に取り組む

○ 算数科の授業モデルを見

直し、さらに児童の思考力や

表現力を伸ばすものにしてい

く

○ 先進校の授業形態を検

証し、授業力の向上に取り組

む
○ 大学（準）教授を招聘し、
授業や指導法について学ぶ
（年間4回）

○若手教員のグループ

研修（若里会）の実施

○新採用教諭（2名）の育

成を教職員全員でバック

アップし、実践力強化を

目指す。

○縦割りグループによる

特別活動の活性化（さ

とっこタイム《年間６回》の

充実）
○キャリアノートの導入（全
学年）と次年度への活用を
図る。

○中学校（武庫中・常陽中）との連携

をより意識した、教科担任制の実施

○中学校入学前テストの実施

○夏季合同研修会の実施（講師を招

聘し講演後、教科等での分散会実施

予定）

○「家庭学習のすすめ」による家庭学習の
啓発(予習学習中心に）

○自主学習ノートによる自主的な学習意
欲を育成する。（全学年対象）

○全国学力学習調査（6年生）及び市学力
テスト（5年生）の調査結果を、学校だより
やホームページで公表し、保護者へ啓発
して実態を公開し、家庭での児童の学力
保障等啓発する。

○ 全国学力学習状況調査
（１）学力調査
平均正答率 全国（県）レベルと同等

に

（２）質問調査用紙（当てはまる＋まあ当
て はまる）での自尊感情パーセン
テージを８０％以上にする

（３）授業の内容がわかる[国、算・]を８
５%以上にする

（４）キャリアノートの導入

（５）朝学習の充実（読解力向上のため

○ 全国調査の結果から見られる課題

(1) 学習の状況

・ 国語 話の内容を整理・要約する力

や表現の工夫を読み取る力

・ 算数 情報を整理し、既習の方法を

工夫しながら解答に近づける力

(2) 生活や児童の意識について

・ 学習に対する意欲が低く、自分から

進んで学習しようとする児童が少ない

・ 宿題以外の学習に取り組む習慣につ

いて、全国と隔たりがある。

・ 自尊感情や自己有用感をもつ児童の

割合が低い。


